
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アイスランド大学内外の研究会やセミナーにも積極的に参加、医学部
科学委員会やレイキャビク薬局協会理事、アイスランド癌協会科学委員
会副会長を務められる他、厚生省の薬学委員会でも活躍されている。特
にアイスランドの天然物（植物、海洋生物や薬草等）から医薬品を生産
する研究に力を入れられている。 

アイスランド大学学長 

クリスティン・インゴルフスドッティル  
Dr. Kristín Ingólfsdóttir 

略 歴 
1978 アイスランド大学薬学部卒業 
1983 ロンドン大学キングスカレッジ薬学部博士課程修了 
1983 アイスランド大学薬学部上級講師 研究員 
1988 アイスランド大学薬学部助教授 
1997 アイスランド大学薬学部教授 
2005 アイスランド大学学長 

アイスランド大学 
アイスランド大学は、人口約 30 万人のアイスランドで学生数 1 万人を超えるアイスランド随

一の総合大学で、学長の社会的地位や知名度は大変高い。11 の学部からなる。        

同大学では日本語コースがあり、2007 年に主専攻となって、日本語の学位を取得することが

可能となった。同コースの人気は高く、英語専攻に次ぐ登録者数である。また、同大学は日本

の 12 の大学とも協定を結んでいる。 

開催日時 ：平成 21 年 10 月 26 日（月） 

 13 時 30 分～15 時 

会 場 ：E キャンパス B 館 10 階 マルチメディア会議室 

 （近畿大学東大阪キャンパス） 

参加方法 ：参加登録不要（定員 60 名、先着順） 

連 絡 先 ：薬学部事務部 TEL (06)721-2332 

アイスランド・レイキャビク

“Role of university in times of economic recovery” 


